
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれのＡＬＴの先生に合った情報を整理し、
簡単な語句や文を用いて伝えることができる。 

本時の目標 

 

 １st～３rd Try において、「形成―整理―再構築」というユニットを 3 回繰り返していることの意味はどういうことなのかを考えることがポイント

です。形成―整理―再構築というサイクルを回すことによって、見方・考え方が新たなものになっていきます。このサイクルを１単位時間の中で、短

いスパンで繰り返し、身に付けたことをすぐに使って＋α していく。このように、ユニットで学びを描き、生徒にできる自分を実感させ、使ってみ

たくなる場を仕組むこと、生徒の意欲を掻き立てることが大事です。 

四万十市立中村中学校 授業研究会 
平成３０年１１月２日（金） 英語科 第１学年 

「Program8  Origami」   兼松 尚子 教諭 

 
＊相手のニーズを理解して、既習の知識・技能でどれだけ伝えられるか。友
だちや教師からのフィードバックを受けて表現の質の向上が図られたか。 

最 終 板 書 

 

授業改善を確かな形にするために、新たな学び場がスタ
ートしました。本授業研究会は、これからの「高知の授業
づくり改革」に向けて、どういった視点が大切なのかを参
加者と共有し、明日からの授業づくりの方向性を確認する
とともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、授業
の質を高めることを目的としています。 

授業の視点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
授業の視点 本時の目標 

 

四万十市立中村中学校 授業研究会 
平成３０年１１月２日（金）国語科 第２学年「根拠を明確にした説得力のある表現を学ぶ」 松下 佳那 教諭 

「構造と内容の把握―精査・解釈―考えの形成―共有」という学習過程のサイクルを回すことで資質・能力を育成することが肝要です。まずは、

学習内容の目的や状況を把握することです。その際には、何に着目するのかという教材との関わり方を生徒自身が分かるようにしていくことも大切

です。そして、言葉や文章に沿った解釈をした上で、自分なりの解釈をさらに加えていくこと、最後に生徒自身の経験を基にしながら、解釈に対す

る評価をして共有することが重要なポイントとなります。このサイクルを回すことによって、ものの見方や解釈のレベルが高まり、能力は次第に螺

旋的進化を遂げていきます。 

最 終 板 書 

 

観点を明確にして文章を比較するなどし、文章
の構成や論理の展開、表現の効果について考えることができる。 ＊自分の意見を主張するためには、根拠と理由付けが大切 

であると理解できていたか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最 終 板 書 

 

 

 

 中学校第３学年の関数指導のまとめとして、何を大切にして指導をするのかを考えることが必要です。１つ目は、目の前の対象は関数といっていい

のかということを丁寧に描いていくことです。「決まれば決まる」という判断基準を支えるものは表、グラフ、式であり、このいずれでも判断できた上

で「関数であると決まる」ということをしっかりと押さえることが重要です。２つ目は、関数として見たときに、グラフや式から傾向をつかんだり、

未来を予測したりすることができるということを押さえることです。そのためには、本時では、これまでに見たこともない関係が今まで学んできたノ

ウハウで表現できるかどうかを考えることが学びであり、それを子どもたちから引き出すことがポイントとなります。 

 いろいろなデータの中から課題解決に必要な二つ
の数量を見つけ出し、その二つの数量について、事象を理想化・単
純化することで関数ｙ＝ax2としてみなし、変化や対応の様子を予
測することができる。 

授業の視点 

＊事象の中にある２つの数量の関係に着目し、理想化・単純化して関数と捉え、
課題解決できたか。 

本時の目標 

四万十市立中村中学校 授業研究会 
平成３０年１１月２日（金） 数学科 第３学年「関数ｙ＝ax2」 山脇 晃生 教諭 
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授業リフレクション 

 
＊学びは自分事となっていたか。 

 

 

 
・目指すゴールを教師が共有し、生徒が主体的に学

び、気づき、この時間でこれができるようになっ

たと実感できる授業をデザインすることが求め

られていると実感しました。 

・他教科でも全ての教科で学習したことが、生活や

日常の中のものと関連させて思考させること＝

生きることにつながると感じました。 

・教師が一方的に説明するのではなく、生徒の発言

や気づきで授業が展開していけるように授業改

善をしていきたいです。生徒の発言が出やすい発

問をして、その発言を板書として残していきたい

です。 

 

子供の期待に応える学びをともにつくりませんか

 

 

参加者の

 

 

松下 佳那 教諭 

山脇 晃生 教諭 

・資質・能力を高めることが深い学びとな 

る。そのために見方・考え方が大事だと 

いうことが分かりました。 

・教科として大切にしたいことや子どもに

どんな力をつけさせたいか、単元や１時

間の授業のゴールがどこなのかを明確

にして授業をしていきたいと思いまし

た。 

自分が担当している教科以外の授業を 

拝見し、とても勉強になりました。 

次回 平成３１年 2 月１５日（金） 授業づくり春季セミナー 

授業づくりは、学習指導要領をしっかり読 

み込むことと、目の前の生徒がどのように 

考えているかの両輪でつくっていくこと 

が大事だと思いました。 

単元で捉え、授業を構成することの大切さ 

が分かりました。 

生徒主体の授業づくり、流し方をもう一度 

教科内で確認する必要があると思いまし 

た。 

兼松 尚子 教諭 

授業リフレクションでは、「単元計画や本時の位置付 

けがよかった。」「教師主体が多く、生徒が自分事として考えることができ

ていなかったのではないか。」「子どもたちから言いたいことを引き出して

いくことが必要。」「意見文を書くために、９年間を見通した計画が必要な

のでは。」などの意見が出されました。 

英語科においては、目的・場面・状況を明確にした他者とのやり取りを、

「形成―整理―再構築」というユニットで繰り返し行うことができるよう

な学びを描き、コミュニケーション能力を育成していくことが重要です。 

国語科においては、能力育成のサイクルをクラスで回せるかどうかが大

切です。そのサイクルを回すためには、学習活動（本時は「推敲」）におけ

る視点が全体で共有され、これから行う活動へのスタートラインがそろっ

ていることが大前提となります。 

 数学科においては、関数を見いだし、関数をつくり、関数を活かすとい

う３つの視点から、これまでの関数の見方・考え方を働かせ、本時のデー

タをどのように見つめていくのかが大事です。 

深い学びにするのがゴールではありません。ゴールは 

三つの資質・能力の育成です。どういう学びが深い学び 

かではなく、三つの資質・能力を育成するための学びが 

どうあればよいのかということです。それを軸に研究を進めていくこと

が大切です。 

 

 

ポイント①思考対象の明確化 

     今までにできることをBaseにして何ができるようになりた

いかという目指す方向性がはっきりしていたかどうか。 

ポイント②多様性の確認と表出 

     協働から得た知見を活用できるかどうか。 

ポイント③見方・考え方の成長の振り返り 

     授業によってできるようになったことは何かを確認する。 

これらのプロセスが、新教育課程での各教科に期待されている学びづ

くりの視点です。この視点をはっきりさせながら授業づくりを丁寧にし

ていくことが求められています。 


